
第2回研究データエコシステム
中国四国コンソーシアムシンポジウム

～即時オープンアクセスにどう対応していけばいいの？～
「山口東京理科大学におけるオープンアクセス加速化対応について」
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令和７年（2025年）3月13日

学長補佐・特任教授
塩満典子
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本日のご説明の流れ

0.    自己紹介

1．山陽小野田市の概況

2．山陽小野田市立山口東京理科大学の概況

3．我が国におけるオープンアクセス加速化（OAA）事業の推進

4．山陽小野田市立山口東京理科大学のOAAの取組

5.   OAAによる共創と今後に向けて

即時オープンアクセス、機関リポジトリー、グリーンOA、APC、データの著作権、
公知と特許、整備システムの大学単独契約、オープン・クローズ戦略、

OAA人材、研究データマネジメント人材、プレプリント
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自己紹介 塩満典子（しおみつ のりこ）

1984年 東京大学理学部生物学科卒（神経生理・行動学）

科学技術庁入庁（ライフサイエンス、原子力、研究交流等）

1988年～1990年人事院留学（ハーバード・ケネディ行政大学院 公共政策学修士）

1990年～1997年 科学技術庁（広報、調査、情報安全規制、政策立案・評価等）

1997年 放射線医学総合研究所 企画室 総括研究企画官 （平成4年版科学技術白書「科学技術の地域展開」）

1999年 科学技術振興事業団（JST）国際室調査役

2001年 文部科学省 研究開発局 宇宙政策課調査国際室長

2002年 奈良先端科学技術大学院大学 先端科学技術調査センター教授

2004年 内閣府男女共同参画局企画官、参事官・調査課長 （平成17年版男女共同参画白書、男女共同参画基本計画（第2次）、第3期科学技術基本計画）

2006年 日本科学未来館企画総括室調査役, 2007年 文部科学省大臣官房付

2007年 お茶の水女子大学教授・学長特別補佐

2009年 科学技術振興機構（JST）科学技術振興調整費業務室長

2011年 同 科学技術システム改革事業推進室長

2012年 宇宙航空研究開発機構（JAXA）国際部参事、男女共同参画推進室長 等

2015年 理化学研究所（RIKEN）仁科加速器科学研究推進室長、ダイバーシティ推進室長代理

2018年 宇宙航空研究開発機構（JAXA）航空技術部門事業推進部次長

2021年 文部科学省 科学技術・学術政策研究所（NISTEP）上席フェロー（2022年3月定年退職） 、中部大学客員教授（継続）

2022年 山陽小野田市立山口東京理科大学研究推進部長、特命教授、JAXA航空技術部門客員（継続）

10月～ 広島大学未来共創科学研究本部副本部長・特命教授（クロスアポイントメント) 

2023年4月～専任、学術・社会連携室研究戦略部長兼務 6月～一般社団法人日本原子力学会理事

2024年４月～ 山陽小野田市立山口東京理科大学学長補佐・特任教授 6月～公益社団法人日本工学アカデミー理事

2007年 日本女性科学者の会功労賞、2021年日本原子力学会ダイバーシティ貢献賞優秀賞、 2024年日本工学アカデミー会員が選ぶ事業貢献賞賞

著書：『研究資金獲得法』（共著、丸善、2008年）,『科研費採択に向けた効果的なアプローチ』（共著、学文社、2016年）

『研究資金獲得法の最前線～科研費採択とイノベーション資金活用のフロント』（学文社、2019年）
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2016年11月、Nh-113（ニホニウム）命名式典開催

研究資金獲得法



山陽小野田市立山口東京理科大学
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基本理念

世界的視野で物事を思考できる

人間性豊かな人材の育成

波及効果の期待できる独創的

・ 先進的研究の推進

教育・研究と地域貢献が一体化した

生涯教育の充実

建学の精神

理学の普及を以て国運発展の

基礎とする

１９８７年 東京理科大学山口短期大学

１９９５年 山口東京理科大学（４年制大学）

２０１６年 公立化し現在の名称となる



緑の中でキラリと光る研究学園都市 山陽小野田市
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山陽小野田市の人口 約60,000人

理科大学の学生数 約2,000人

大学生が占める割合 約3.3％

市内の30人に1人が
山口東京理科大生

地域の皆様と共に
研究学園都市を創造

山陽小野田市：人口 ５万9,125人
(令和6年3月末現在)
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Source: https://classglass.jp/; https://www.onodaglass.jp/facility/

Sanyo-Onoda City has a long history as a ceramics town. In the late 6th 
century, it thrived as a sueki (Sue ware) production center. 
The Dan Nobori-gama (Dan climbing kiln), built around 1840, later 
contributed to the local industry through sulfuric acid bottle production.

A vertical kiln used for cement production at the Former Onoda Cement 
Manufacturing Company, founded by President Junpachi Kasai, resembled a 
sake flask and was nicknamed Tokkuri-gama (flask kiln). 
It is now designated an Important Cultural Property of Japan.

In 2004, the Kirara Glass Future Museum was established to promote glass 
culture. The city, private sector, and artists work together to develop the town 
through glass artistry.

山陽小野田市は、昔から窯業のまちとして発展してきました。
6世紀後半には「須恵器」の生産地として賑わい、1840年頃に
作られた「旦の登り窯」は、後の地場産業として盛んになった
「硫酸瓶」の製造へとつながりました。

その形状が酒徳利に似ていることから「徳利窯」の通称で親し
まれている「旧小野田セメント製造株式会社竪窯」（会社創
設：笠井順八社長）は、国の重要文化財に指定されています。

平成16年に市のガラス文化の発信拠点として「きららガラス未
来館」が誕生し、市と民間とガラス造形作家が三位一体となっ
たガラスをテーマにしたまちづくりに取り組んでいます。



山陽小野田市立山口東京理科大学の紹介ー１
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学部・学科等
在学生数

合計 男性 女性

工学部

機械工学科 268 249 19

電気工学科 268 249 19

応用化学科 316 184 132

数理情報科学科 125 106 19

医薬工学科 62 16 46

薬学部 薬 学 科 735 284 451

大学院
工学研究科 60 53 7

薬学研究科 6 3 3

合 計 1,840 1,144 696

（人）

（令和６年５月１日現在）在学生数：1,840人 教職員数： 194人

学生
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学部・学科等
教員数

合計 男性 女性

工学部

機械工学科 12 11 1

電気工学科 10 10 0

応用化学科 13 12 1

数理情報科学科 10 10 0

医薬工学科 10 8 2

薬学部 薬 学 科 43 40 3

共通教育センター 17 10 7

合 計 115 101 14

山陽小野田市立山口東京理科大学の紹介ー２
教員

工学研究科 工学専攻26名、数理情報科学専攻10名
薬学研究科 薬学専攻17名



在学生数の推移

工学部・薬学部ともに女子が増加

薬学部設置

公立化

（人）

（各年度５月１日現在）
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令和6年度 入学者数（学部・都道府県別）
（人）

（令和6年５月１日現在） 11



【岩国市】
・三興化学工業
・帝人ファーマ
・東洋紡
・ホンノー薬品
・三井化学

【下関市】
・日本歯科薬品
・マルハニチロ
・下関三井化学

【山口市】
・小野薬品工業
・協和医療開発
・テルモ山口

【宇部市】
・EJホールディングス㈱
・協和キリン
・協和発酵バイオ
・セントラル硝子
・ティーエスアルフレッサ
・富士レビオ
・ＵＢＥ

出典「山口県産業戦略本部資料」

【周南市】
・東ソー
・トクヤマ
・保土谷化学
・シマヤ

山口県は医薬品を生み出し育てる

ライフサイエンスクラスター
【山陽小野田市】
・大阪新薬
・カヤク・ジャパン
・田辺三菱製薬
・田辺三菱製薬工業
・日産化学
・日本化薬

【光市】
・武田薬品工業

【 山口県 】
原薬生産量
全国第3位

（2022年度実績）
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山陽小野田市立山口東京理科大学令和５年度選定 支援１

改組内容＜基本情報＞
改組予定年度：令和６年度
改組内容：学科の新設

（当該大学が授与する学位の
分野の変更を伴わないもの）

設置等組織名：工学部医薬工学科
入学定員：【R6新設】60名
所在地：山口県山陽小野田市

＜概要＞
事業期間：令和５年度から令和６年度
事業内容：新教室棟の整備

研究機器の購入に要する費用

・他大学や企業との連携の下、アントレプレナー
シップ教育や知財教育、技術経営教育の実施

・「GMPの3原則」(人による間違いを最小限にする、
医薬品の汚染等を防ぐ、高品質を保つ仕組みをつく
る)に精通し、医薬品と工学の両方の知見を有する
Π (パイ) 型の技術者を養成

・入学者選抜から出口まで一貫した質保証

バイオ・デジタルトランスフォーメーション産業人材（バイオDX産業人材）を育成

学生寮を含む複合施設
（LABV（Local Asset Backed Vehicle）の手法を採用）

赤字：審査において「特筆すべき内容」と評価された点

＜教育研究環境の整備計画等＞
・最先端の教育研究を行う教員、実務経験のある教員を配置
・DX教育環境とラーニングコモンズを備えた新教室棟を整備
・グループ単位で議論に参加する共創型の教育環境を実現
・外部資金の獲得を推進し、更なる研究力強化を図る
・山陽小野田市による官民連携事業（LABVの手法）にて
新たな学生寮を建設（令和6年3月完成予定）

・入学者選抜における「女子枠」の設置や、女子寮・保育所
により安心して学べる環境を整備し、女性活躍に貢献

・地域のバイオ×デジタルの産業創出・人材育成拠点として
「バイオロジクスDXセンター」を設置

バイオ技術 / AI・DX
/ 品質管理・経営管理

工学部
医薬工学科

バイオ産業の成長を牽引する

山陽小野田市立山口東京理科大学

工学部と薬学部を設置する全国唯一の公立大学

この特色を活かし、工学×薬学×デジタルを融合
した「医薬工学科」を2024年４月に設置します。
原薬生産量が日本トップレベルの山口県の地で、
世界的成長分野であるデジタル・バイオ技術の
イノベーションをけん引する人材を養成します。

山口県山陽小野田市

建設予定の新教室棟

・山口県・山陽小野田市・山口県製薬工業協会
に加盟する企業との連携を特色とし、「GMP
品質管理」「薬事法規」「バイオ医薬品工学
総論」「化粧品・医薬部外品総論」「バイ
オ・インフォマティクス」を展開

＜工学部医薬工学科の教育＞
・ライフサイエンスとデータサイエンスの

両方に精通しバイオ医薬品・医療機器、
化粧品・食品に関する製造技術・プロセ
ス開発、製品の品質評価・品質保証に貢
献できる専門的な人材を育成

・バイオ技術と、AI･DX・データサイエン
スの知識と技術、GMP品質管理・経営工
学の知を実践的に活用できる人材を育成
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山陽小野田市立山口東京理科大学令和５年度選定 支援２（一般枠）

改組内容：研究科等の設置・増員
情報系組織名：＜修士＞工学研究科数理情報科学専攻

＜博士＞工学研究科数理情報科学専攻
情報系組織の入学定員：＜修士＞【R6新設】改組後15名

＜博士＞【R8新設】改組後3名
所在地：山口県山陽小野田市

＜数理情報科学専攻の教育＞

・数物学を基礎とし最先端技術へと繋がる情報科学を工学・
薬学・医学と連携・融合させ、様々なデータを活用した新た
な産業へと繋がるデジタル社会をリードする人材を育成
・4つの分野から主専攻と副専攻を選択可能とし、複雑化する
現象を横断的に俯瞰し課題を解決する「総合知」を育む

・学部との６年一貫コースを併設するとともに、オンライン
を活用した社会人教育プログラムを編成

・実務家教員は、「先端人工知能論」、「応用生命情報学」、
「データサイエンス創薬」、「エージェントシステム論」、
「カテゴリカルデータ解析特論」等の授業科目を展開

・人材ニーズを踏まえ、地域産業に対応した特別研究を必修
とし、課題解決に挑戦する実践的なプログラムを提供

・スタートアップからスケールアップに繋ぐことができる
アントレプレナーを発揮する人材を養成

・企業や自治体との連携の下「DX協創プラットフォーム」を
設置しており、物理空間(現実世界)に実在する地方都市の山
陽小野田市を、仮想空間(バーチャル世界)で再現する「デジ
タルツインDX・AI教育」に取り組む

〇教育研究環境の整備計画
（令和5年度から令和8年度）
・AI、RPA（ロボティック・プロセス・オートメー
ション）等の企業や研究所で勤務経験のある実務教
員をクロスアポイントメント制度を活用して配置

・学生の「デザイン思考」を促すスペースを整備する
とともに、自治体、産業界、研究者など学内外のプ
レーヤーが対面やオンラインを通じ自由に集い交流
する「イノベーション・コモンズ」を整備する。

ベーシック・コース（社会人向け教育プログラム）

数理システム
科学

生命・医療
システム科学

情報システム
科学

知能・認知
科学

工学研究科 数理情報科学専攻

アドバンス・コース（進学する学生向けプログラム）

成長分野を牽引するデータサイエンティストを育成

赤字：審査において「特筆すべき内容」と評価された点

デジタル・AI・DXを駆使してイノベーションを創出

山陽小野田市デジタルツイン

山陽小野田市立山口東京理科大学

工学部と薬学部を設置する全国唯一の公立大学

この特徴を活かし、デジタル×工学×薬学が融合
したデータサイエンス教育を扱う新学科「工学部
数理情報科学科」を2023年４月設置しました。
地域のイノベーション・活性化に貢献するため、
2024年４月に数理情報科学専攻を設置します。

山口県山陽小野田市

工学研究科
数理情報科学専攻

Society5.0を具体化する高度情報専門人材を養成
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15（出典）文部科学省研究振興局「11_研究振興局主要事項—令和6年度科学技術関係予算（案）」
https://www.mext.go.jp/content/20240118-ope_dev03-000033586-11.pdf
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（出典）文部科学省ホームページ
https://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/1421775_00009.html，筆者マーカー、加筆
https://www.mext.go.jp/content/20240705-mxt_jyohoka01-000036819_1.pdf

結果の公表：令和6年7月5日
公募期間：令和6年3月26日～

5月8日17時
応募件数：93件、採択件数：83件

【事業の趣旨】

オープンサイエンスは、論文のオー

プンアクセスと研究データのオープン

化・共有化（オープンデータ）を含む、

研究成果の共有・公開を推進し、研究

活動の加速化や新たな知識の創造等を

促す取組です。

本事業は、オープンアクセスに係る

全学的なビジョン（オープンアクセス

方針・研究データポリシー等）に基づ

く事業計画等を策定している大学等を

対象として、

①研究成果の管理・利活用システム

（機関リポジトリ等）の開発・高度化、

②学長等のリーダーシップのもと全学

的なマネジメントによる当該システム

の運用・組織体制強化、

③オープンアクセスを推進する学内支

援策（戦略的なAPC支援等）等の実施

を支援し、各大学等の即時オープンア

クセスに向けた、体制整備・システム

改革を加速させることを目的とします。
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山陽小野田市立山口東京理科大学においては、オープンアクセス加速化事業により新たに国立情報学研究所（NII）共用リポジ
トリサービス（JAIRO Cloud）を活用した機関リポジトリへの移行・整備を行い、学術論文や根拠となる研究データ等（以下「学
術論文等」という。）のオープンアクセス（以下「OA」という。）をOAポリシー及び研究データ管理・公開ポリシーに沿って
迅速に推進する。また、小規模大学であるためのシステム構築の速さと応用工学分野における数理情報科学・計算科学の基盤を
強みとし、研究者等ひとりひとりの学術論文の投稿先と引用・活用の実態の精査分析に基づく研究力・発信力の強化による論文
数・引用数等の指標の向上、国際連携・産学連携におけるオープン・クローズ・イノベーション戦略に基づく研究データのオー
プン化・共有化（オープンデータ）・限定公開を含む、研究成果・知的財産の有効活用を推進する。

山陽小野田市立山口東京理科大学の取組

①特定の競争的研究費（科研費、戦略的創造研究推進事業、創発的研究支援事業）により創出された学術論文等の即時OAの
確保（100%）
②上記以外の公的資金による学術論文等の即時OAの段階的推進
③産業有用性の高い論文や研究データを対象としたOA又は限定公開によるセキュリティの確保・企業ニーズへの対応
④Jxiv(JSTプレプリントサーバ)等との連動による学術論文の迅速な公開・共有と研究成果に関する先取権獲得の支援スキーム
の整備
⑤研究者のプロファイリングや研究成果の可視化・情報発信の強化
⑥論文最終稿、プレプリントのセルフアーカイビング等に伴う評価
⑦事業の実施状況とKPIの達成度、波及効果等の評価
⑧上記⑥・⑦の評価のための学内事業推進委員会の設置・運営による効果的なPDCAの実施
⑨上記⑥・⑦の評価のための外部有識者評価委員会の設置・運営による効果的なPDCAの実施
⑩専門家の助言・国際科学コミュニティとの連携のためのOA化国際シンポジウムの開催

具体的な事業内容

総論
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委員会運営
・ポリシー

学内事業推進
委員会

オープンアクセス
加速化（OAA）チーム

外部資金
獲得支援

データ分析
・可視化

出版契約
リポジトリ
構築・運営

広報・
ポータル

業績評価
との連携

図書館
事務室

研究
推進部

総務部
教育
推進部

助言・意見

報告

PDCAの推進

情報共有・共創

数理解析・予測
サポート

OAA事業計画の・KPI設定・進捗管理
学長への報告（チーム長：研究担当副学長）

教員連携・
サポート

工学部 薬学部

工学研究科
（数理情報科学専攻）

外部DB（自動連携）

Scopus, CiNii, PubMed, KAKEN ※3

Pure
学内の研究関連
情報管理※2

メタデータによる連携

ワンストップ・ポータル
（世界へ研究成果を発信）

レポート
（研究力・資金源の分析）

研究者情報、e-Rad情報、論文、資金、ジャーナル、受賞、
担当コース、プロジェクト、設備・機器 等

自動収集・
登録

自
立
的
・
継
続
的
な
即
時
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
推
進

学長

※1 著者最終稿を含めた学術論文データを収載
※2 ジャーナルのエンバーゴ期間、ライセンス

情報を記録。グリーンOA論文の効率的作成
※3   プレプリント、OA論文を含む。

現時点では、Scopusのみ名寄せ済み。

オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
振
興
・
総
合
知
へ
の
発
展

頭
脳
循
環
・
地
球
規
模
の
課
題
解
決
へ
の
貢
献

研究成果の科学界・産業界・
国際社会・一般社会での活用促進

担当

事務局

教員

山口東京理科大学
機関リポジトリ

（NII JAIRO Cloud）

グリーンOA※1

Jxiv
山口県大学共同
リポジトリ

試行的
活用

紀要・博士
論文データ

移行

外部DB
WoS

OAA事業における外部DB等との連携・情報分析・可視化ツールについて 資料５

図書館
入力

外部有識者
評価委員会

GakuNin RDM

拡張ストレージ
Dropbox

研究データ 外部連携・統合

自動連携によるOA論文
の登録負担を軽減
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研究資金の種類と研究
ステージ

①科研費、戦略的創造研究推進事
業、創発的研究推進事業

②公的資金（①以外）による学術
研究（基礎研究）

③公的資金（①以外）による産学連
携研究（応用研究・開発・事業化）

④民間助成による研究（共同研究、
受託研究、民間助成）

OAの考え方 即時OA 段階的に即時OA
オープン・クローズ戦略によるOA
又は限定公開

オープン・クローズ戦略によるOA
又は限定公開

APC負担
（令和6年度）

研究費による負担、
または、大学助成

研究費による負担、
または、大学助成

研究費による負担、大学助成、また
は、民間助成

研究費による負担、または、民間助
成

APC負担
（令和7年度）

主として研究費による負担、また
は、大学助成

主として研究費による負担、また
は、大学助成

研究費による負担、大学助成、また
は、民間助成

研究費による負担、または、民間助
成

転換契約
2024年度から可能なものは早期
転換

2024年度から可能なものは早期
転換

2024年度から可能なものは早期転
換

2024年度から可能なものは早期転
換

投稿ジャーナルの選択
方針

できるかぎり高評価のジャーナル
を 選 択 し て 投 稿 し 、 即 時 OA
（ゴールドOA、ハイブリッドOA
等）を図るが、即時OAが可能な
ジャーナルについては、最終稿を
機関リポジトリに収載するグリー
ンOAの可能性にも配慮。

できるかぎり高評価のジャーナル
を 選 択 し て 投 稿 し 、 即 時 OA
（ゴールドOA、ハイブリッドOA
等）を図るが、費用対効果や解禁
期間も配慮し、当面は、最終稿を
機関リポジトリに収載するグリー
ンOAも採用。

できるかぎり高評価のジャーナルを
選択して投稿し、即時OA（ゴール
ドOA、ハイブリッドOA等）を図る
が、費用対効果や解禁期間も配慮し、
最終稿を機関リポジトリに収載する
グリーンOAも採用。知財管理・活
用の観点から一定期間、非公開の場
合もある。

できるかぎり高評価のジャーナルを
選択して投稿し、即時OA（ゴール
ドOA、ハイブリッドOA等）を図る
が、費用対効果や解禁期間も配慮し、
最終稿を機関リポジトリに収載する
グリーンOAも採用。知財管理・活
用の観点から一定期間、非公開の場
合もある。

プレプリント段階での
公開

ジャーナルの投稿・査読規定を確
認の上で、プレプリント段階での
公開メリットを検討。2024年度
の試行的実施の中間評価を行い、
OA方策に反映。

ジャーナルの投稿・査読規定を確
認の上で、プレプリント段階での
公開メリットを検討。2024年度
の試行的実施の中間評価を行い、
OA方策に反映。

左記①②と同様の活用の検討等を行
うとともに、研究プロジェクトや研
究成果の内容に応じて、知財管理・
活用の観点から活用の可否を検討。

左記①②と同様の活用の検討等を行
うとともに、研究プロジェクトや研
究成果の内容に応じて、知財管理・
活用の観点から活用の可否を検討。

表1 研究資金の種類・研究ステージ・資金源別のオープンアクセスの考え方等
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Key Performance Indicators
2024年度の資金別論文数は、

2022年度の数値と同じ（科研

費、戦略的創造研究推進事業、

創発的研究支援事業（2022年

度に1名採択）の成果で創出さ

れる論文数（2022年実績37本)

と他の資金源の論文数（2022

年実績27本）がほぼ同数）と仮

定し(表4)、科研費等の即時OA

化を2024年度中に図る。

2025・2026年度、2027・

2028年度は、それぞれOA化率

は、同一であるが、①論文数と

質の増大（2028年度までに、

論文数とSCIE論文数を2022年

の約1.5倍（それぞれ180本、

120本）、②機関リポジトリ収

載の迅速化（グリーンOAの加

速）、③プレプリントや研究

データの公開等によりOAの規

模・質の向上、加速化を図る。
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○現在、取り込み・管理・公開する研究データの方針を検討中。

（論文根拠データ、実験データ、テキスト、数値、グラフ、画像・音声・動画等）

○当初、オンプレミスのサーバー、ストレージ設置（購入）を予定・積算していたが、価格優位性・メンテナンス・収容場所・データ量の

推算の困難性等から、クラウドを活用する方針に変更。GakuNin RDMと民間クラウドの併用（Dropbox）。

研究データの保存・公開、プラットフォームの構築

(1) NII JAIRO Cloudを活用した新たな機関リポジトリへの収載・オープンアクセスの高度化

山口県大学共同リポジトリで公開していた紀要論文等も含めて、JAIRO Cloudへの移行を進め、OA論文のワンストップ化による他機関の

研究者等との研究成果の共有を推進する。

(2) 学長のリーダーシップによる事業チームを中心としたプロジェクト・マネジメント、サポート体制の確立、DX化の推進等による入力・確認

作業の実現

学長のリーダーシップによるオープンアクセス加速化（OAA）チーム編成、プロジェクト・マネジメント、高度情報サポート人材の活用、

DX化等により入力・確認作業を軽減する。

(3) 外部データベースを利用したデータ入力の自動連携、成果の可視化・情報発信の強化

エルゼビア社の研究情報管理システム（Pure）の活用により、論文データの自動連携や研究者の活動の可視化・ワンストップ化を行う。

(4) 外部資金の確保によるAPC財源の安定的確保、転換契約の活用

創出される論文数と適切な投稿先について、本学の数理情報科学・計算科学の強みを生かし、戦略的に予測・立案し、APCの精度高い推算

を行う。財務面では、競争的研究費や知財活動による収入源を確保するとともに、転換契約を活用し、APC負担の軽減を効果的に図る。

アクション・アイテム
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25（出典）「科学研究費助成事業（科研費）について」（2019年9月 文部科学省研究振興局学術研究助成課）

(note1) 
科研費は、「研究者の自由な発
想に基づく研究（学術研究）」
と位置づけられている

(note2)
学術論文及び根拠データの即時
オープンアクセスの対象となる
競競争的研究費制度は、文部科
学省による：
日本学術振興会（JSPS）「科研
費（科学研究費助成助成事
業）」、科学技術振興機構
（JST）・日本医療研究開発機構
（AMED）「戦略的創造研究推進
事業」、
JST「創発的研究支援事業」
（2025年度の公募から即時OAが
求められる。）

（出典）関係府省申合せ「学術論文等の即
時オープンアクセスの実現に向けた基本方
針」（統合イノベーション戦略推進会議令
和６年２月16日決定）の実施にあたっての
具体的方策」（令和6年2月21日、令和6年
10月8日改正）
https://www8.cao.go.jp/cstp/openscience/r6_0
221/hosaku.pdf



26https://www.socu.ac.jp/departments/faculty/index.html#kikai



27
https://www.socu.ac.jp/departments/faculty/fusaomi-nagata.html



28
https://unipa.socu.ac.jp/kg/japanese/researchersHtml/A19749/A19749_Researcher.html



29https://unipa.socu.ac.jp/kg/japanese/researchersHtml/A19749/A19749_Researcher.html



委員会運営
・ポリシー

学内事業推進
委員会

オープンアクセス
加速化（OAA）チーム

外部資金
獲得支援

データ分析
・可視化

出版契約
リポジトリ
構築・運営

広報・
ポータル

業績評価
との連携

図書館
事務室

研究
推進部

総務部
教育
推進部

助言・意見

報告

PDCAの推進

情報共有・共創

数理解析・予測
サポート

OAA事業計画の・KPI設定・進捗管理
学長への報告（チーム長：研究担当副学長）

教員連携・
サポート

工学部 薬学部

工学研究科
（数理情報科学専攻）

外部DB（自動連携）

Scopus, CiNii, PubMed, KAKEN ※3

Pure
学内の研究関連
情報管理※2

メタデータによる連携

ワンストップ・ポータル
（世界へ研究成果を発信）

レポート
（研究力・資金源の分析）

研究者情報、e-Rad情報、論文、資金、ジャーナル、受賞、
担当コース、プロジェクト、設備・機器 等

自動収集・
登録

自
立
的
・
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的
な
即
時
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ン
ア
ク
セ
ス
の
推
進

学長

※1 著者最終稿を含めた学術論文データを収載
※2 ジャーナルのエンバーゴ期間、ライセンス

情報を記録。グリーンOA論文の効率的作成
※3   プレプリント、OA論文を含む。

現時点では、Scopusのみ名寄せ済み。

オ
ー
プ
ン
サ
イ
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ス
の
振
興
・
総
合
知
へ
の
発
展
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環
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の
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題
解
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の
貢
献

研究成果の科学界・産業界・
国際社会・一般社会での活用促進

担当

事務局

教員

山口東京理科大学
機関リポジトリ

（NII JAIRO Cloud）

グリーンOA※1

Jxiv
山口県大学共同
リポジトリ

試行的
活用

紀要・博士
論文データ

移行

外部DB
WoS

OAA事業における外部DB等との連携・情報分析・可視化ツールについて 資料５

図書館
入力

外部有識者
評価委員会

GakuNin RDM

拡張ストレージ
Dropbox

研究データ 外部連携・統合

自動連携によるOA論文
の登録負担を軽減
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JAIRO Cloud: 山口東京理科大学リポジトリ
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JAIRO Cloud: 山口東京理科大学リポジトリ
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JAIRO Cloud: 山口東京理科大学リポジトリ
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研究データストレージ: GakuNin RDM (標準) + Dropbox (機関/拡張)



35Source : https://rdm.nii.ac.jp/

研究データストレージ: GakuNin RDM (標準) + Dropbox (機関/拡張)

○○○

クリック！

山陽小野田市立山口東京理科大学
クリック!
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Reserch Data Storage: GakuNin RDM (Standard) + Dropbox (Institutional/Expandable)研究データストレージ: GakuNin RDM (標準) + Dropbox (機関/拡張)



37

研究データストレージ: GakuNin RDM (標準) + Dropbox (機関/拡張)
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研究データストレージ: GakuNin RDM (標準) + Dropbox (機関/拡張)



（スコーパス） 世界最大級の抄録・引用文献データベース

Scopusは、全分野の学術文献を網羅する世界最大級の抄録・引用文献データベース
である。豊富なデータ量とその利便性により、文献検索から分析評価、教育ツール
としての利用まで、様々な用途で活用されている。
主な特徴
・全分野（科学・技術・医学・社会科学・人文科学）のジャーナル、会議録、ブックの8,600万件以上
の文献を収録している。
・ 1970年以降の参考文献を収録し、論文が何（誰）を引用し、論文が何（誰）から引用されているか
を確認することができる。
・高度なアルゴリズムにより名寄せされた1,700万件以上の著者プロファイルと94,000件以上の機関プ
ロファイルを備えている。

（サイバル） 研究力分析ツール

SciValは、Scopusデータに基づいて世界の21,000以上の研究機関と234か国の研究
パフォーマンスに関する客観的なデータを簡単に取得できるツールである。優れた
ビジュアル機能により、データを分かりやすく可視化することができる。
主な特徴
・世界最大級の抄録・引用文献データベースScopusをデータソースとしている。
・目的に応じて4つのモジュール（Overview、Benchmarking、Collaboration、Trends）から選択できる。
・論文数、被引用数、分野を補正した相対被引用インパクト（FWCI）、トップ論文、国際共著論文等、
多彩な指標を提供している。
・引用関係に基づくトピックや検索キーワードによるSDGs関連の研究領域等、多様な研究テーマが予
め定義されている。

（ピュア） 研究情報管理システム

Pureは、世界500以上の大学・研究機関で導入実績があるSaaS型の研究情
報管理システム（Research InformationManagement System：RIMS）で
ある。研究に関連する情報を一元管理することで、研究者や部局別プロファ
イル、研究成果等を機関の目的に応じて活用し、研究戦略に関するエビデン
スベースの意思決定を促進している。
主な特徴
・基本のCoreモジュールに加えて、5つのモジュール（Award Management、Pure Portal、Reporting、CV、
Community）から選択できる。
・同一プラットフォーム上に機関内外の研究関連情報を集約し、研究者のプロファイルや研究成果と
紐づけて一元管理できる。
・強力なElsevier Fingerprint Engineで、フィンガープリント（重み付けしたキーワード群）を生成し、
研究の専門領域を明示している。
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指標の概要 ( 2019 to 2025 )

研究分野ごとの論文割合 ( 2019 to 2025 )



40

研究トピックス ( 2019 to 2025 )



山陽小野田市立山口東京理科大学 共同研究指標

地域別共同研究

International, national and institutional collaboration by Sanyo-Onoda City University in the selected year range.

現在の共同研究先
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研究情報管理システム : Pure
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➢ Absorption Spectroscopy
➢ Photovoltaics
➢ Residual Stress
➢ Oxygen Evolution
➢ Corrosion Resistance

(Material Science)
➢ Imine

(Chemistry)
➢ Cell Penetrating Peptide
➢ Diseases

(Pharmacology, Toxicology etc.)

研究情報管理システム : Pure
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研究情報管理システム : Pure
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研究情報管理システム : Pure
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研究情報管理システム : Pure
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Research Information Management System : Pure

個人別の場合は、国際連携が十分でない印象
を受けます。

しかし、Pureの独自機能でもある
「Fingerprints」を活用して、同じ研究キー
ワードを持つ機関内の研究者を横串に見つけ
ることができるようになります。
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機関内で同じ研究キーワードを有する研究者を見つけることが容易。

研究情報管理システム : Pure
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機関の既存のネットワークを把握することで、直感的・
分析的・計画的に戦略的かつ学際的なつながりを発展させ、
将来のイノベーションを促進することが可能となる。

研究情報管理システム : Pure
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研究情報管理システム : Pure

○○○○○

○○○○○
○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○ ○○○○○ ○○○○○

○○○○○○○○○○

○○○○○
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共創と今後に向けて

研究成果の学術界、産業界、国際社会、および一般社会での活用促進

オープンサイエンスの振興
・総合知への発展

頭脳循環・地球規模の
課題解決への貢献

1 オープン・サイエンス・ソース（システム）としての研究データ・プラット
フォームを活用した地域とのコラボ、産学官・国際連携
ー機関リポジトリを通じたグリーンOA・公開、
ーGakuNin RDMと機関ストレージによる研究データ管理
ーPureやホームページを通じた可視化・発信

2 オープン・クローズ・イノベーション戦略
ー 論文にならなかったデータが有するポテンシャルも活用
ー 研究データの著作権、公知とした場合の特許性の喪失
ー GakuNin RDMや機関ストレージの保管・活用

3 研究データ活用人材の育成、シチズンサイエンスの振興が地域活性化のカギ。
ー大学内に閉じない、共創に向けた研究データ活用のエコシステムを動かす人の重要性

キーワード：○即時オープンアクセスは、どれくらい即時で、機関リポジトリーで可能か？
○APC高騰問題の解決は？ ○データの著作権は？
○分析・可視化システム、データベースの共同利用は？ 大学単独の契約？
○オープン・クローズの定義は？ 即時OAとの関係は？
○OAA人材、研究データマネジメント人材の育成方法・キャリアパスは？
○プレプリントの課題（研究不正（ねつ造・改ざん・盗用）を回避可能？）



学生寮を利用した新しい街づくり構想
LABV（官民協働開発事業体）による商工センター新開発

多世代が集う交流・にぎわい拠点をコンセプトに、商工会議所、銀行、
商業店舗、市の出張所、山口東京理科大学の学生寮が隣接

ＬＡＢＶ商工センターと研究データプラットフォームを、
大学の実学教育の拠点、学生と実社会との接点に 52

ご清聴に深く感謝
申し上げます!


